
      

は
じ
め
に 

善
光
寺
如
来
分
身
寺
の
中
で
最
古
の
伝
説
を
も
つ
と
い

う
（
注
１
）
大
阪
府
の
小
山
善
光
寺
所
蔵
の
善
光
寺
参
詣
曼

荼
羅
は
西
山
克
氏
に
よ
る
紹
介
（
注
２
）

以
来
、
多
方
面
か

ら
論
じ
ら
れ
て
き
て
お
り
（
注
３
）
、
本
誌
一
九
八
八
年
一

一
月
号
に
お
い
て
も
カ
ラ
ー
図
版
で
す
で
に
紹
介
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
（
注
４
）
。 

こ
の
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
は
、
中
央
に
善
光
寺
の
聖
域

が
描
か
れ
る
の
に
対
し
、
両
端
に
は
善
光
寺
如
来
縁
起
の

表
現
が
み
ら
れ
る
と
い
う
、
参
詣
曼
荼
羅
と
縁
起
絵
の
折

衷
的
な
絵
画
史
料
で
あ
り
、
参
詣
曼
荼
羅
か
縁
起
絵
か
と

い
う
分
類
論
に
議
論
が
集
中
し
て
き
た
感
が
あ
る
。 

そ
れ
に
対
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅

の
上
端
部
に
描
か
れ
た
戸
隠
山

と
が
く
し
や
ま

の
信
仰
に
つ
い
て
、
ま
た
、

善
光
寺
信
仰
の
伝
播
と
い
わ
れ
る
岩
手
県
の
「
ま
い
り
の

仏
」
の
信
仰
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
か
ら
、
善
光
寺
参
詣

曼
荼
羅
の
周
辺
に
位
置
す
る
問
題
に
言
及
し
て
み
た
い
。 

 

      

善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
戸
隠
・
飯
綱
連
山 

善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
上
端
部
中
央
か
ら
左
側
に
か
け

て
、
境
内
の
外
側
に
山
地
の
表
現
が
み
ら
れ
る
。 

こ
の
山
地
表
現
に
つ
い
て
、
高
橋
氏
は
「
雲
が
た
な
び

く
険
し
い
山
々
が
み
え
、
そ
の
中
央
に
有
翼
の
天
狗
像
を

配
す
る
、
飯 い

い

縄 づ
な

権
現
で
あ
る
。
善
光
寺
の
背
後
、
大
峯
・

地
附
な
ど
の
山
々
の
さ
ら
に
奥
、
一
九
〇
〇
ｍ
を
越
え
る

標
高
を
有
す
る
の
が
飯
縄
山
（
飯
綱
山
）
や
戸
隠
の
峯
々

で
あ
る
。
飯
縄
修
験
と
戸
隠
修
験
が
あ
る
よ
う
に
、
飯
綱

山
と
戸
隠
連
峰
と
は
も
と
よ
り
別
々
の
山
で
あ
り
、
祭
神

も
飯
縄
権
現
と
九
頭
龍
権
現
で
異
な
る
。
善
光
寺
平
か
ら 

       

は
南
側
に
位
置
す
る
飯
縄
山
を
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き
る
。

飯
縄
修
験
は
「
飯
縄
の
法
」
と
し
て
中
世
に
は
戸
隠
修
験

よ
り
も
盛
ん
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
武
田
信
玄
や
上
杉
謙
信

の
信
仰
も
厚
く
、
謙
信
所
用
と
い
う
甲
胃
（
上
杉
神
社
所

蔵
、
国
重
文
）
の
兜
の
前
立
て
は
天
狗
の
姿
の
飯
縄
権
現

で
あ
る
。
本
図
に
み
え
る
山
々
や
建
物
が
具
体
性
を
持
つ

も
の
で
は
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
社
な
ど
は
山

頂
の
飯
縄
神
社
や
荒
安
の
里
宮
な
ど
に
あ
た
る
も
の
だ
ろ

う
（
注
５
）
」
と
述
べ
る
。 

一
方
、
西
山
氏
は
高
橋
氏
と
は
若
干
見
解
を
異
に
す
る

点
が
み
ら
れ
る
（
注
６
）
。
ま
ず
、
描
か
れ
た
図
像
が
「
飯

縄
大
明
神
」
の
イ
コ
ン
で
あ
る
こ
と
は
認
め
た
上
で
（
写
真

１
）
、
画
面
上
端
左
手
に
重
層
す
る
三
ブ
ロ
ッ
ク
の
山
岳
は

戸
隠
連
峰
（
戸
隠
表
山
と
裏
山
、
西
岳
・
本
院
岳
）
で
あ

り
、
中
央
の
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
山
塊
が
飯
縄
山
で
あ
る
と
す

る
。
飯
縄
大
明
神
が
戸
隠
連
峰
の
中
央
に
描
か
れ
た
理
由

と
し
て
は
、
絵
師
の
地
域
認
識
の
レ
ベ
ル
に
関
わ
る
と
し
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯
綱
山
と
戸
隠
連
峰
、
あ
る
い
は 

飯
縄
修
験
と
戸
隠
修
験
と
の
差
異 

を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は 

な
い
か
と
解
釈
し
て
い
る
。 

ま
た
、
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
に 

こ
れ
ら
の
山
岳
が
描
か
れ
た
理
由 

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
山
岳
霊

社
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
世
界
④ 

善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
周
辺 

善
光
寺
・
戸
隠
信
仰
と
〝
ま
い
り
の
仏
〞 

岩
鼻
通
明 

写真１ 善光寺参詣曼荼羅に描か

れた「飯綱大明神」（大阪市立博物

館編『社寺参詣曼荼羅』平凡社刊

より） 



場
と
善
光
寺
と
の
間
に
教
義
上
の
癒
着
が
隠
さ
れ
て
お
り
、

絵
師
が
聖
地
と
し
て
の
善
光
寺
の
象
徴
的
な
テ
リ
ト
リ
ー

を
、
戸
隠
・
飯
縄
を
暗
に
含
む
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
み
る
。 

  

戸
隠
三
社
の
信
仰 

両
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
た
上
で
、
筆
者
自
身
の
解
釈
を

述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
上
端
に

描
か
れ
た
山
岳
は
西
山
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
左
手
は
戸

隠
連
蜂
、
中
央
が
飯
綱
山
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。
た
だ

し
、
戸
隠
連
峰
が
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る

の
は
戸
隠
三
社
（
明
治
の
神
仏
分
離
以
前
は
戸
隠
三
院
）

に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

戸
隠
の
名
は
平
安
時
代
末
期
の
『
梁
塵
秘
抄
』
に
記
さ

れ
、
当
時
か
ら
霊
山
と
し
て
中
央
に
も
そ
の
名
が
知
ら
れ

て
い
た
。
近
世
初
期
の
戸
隠
山
顕
光
寺
は
本
院
（
奥
院
）

一
二
坊
、
中
院
二
四
坊
、
宝
光
院
一
七
坊
か
ら
形
成
さ
れ
、

顕
光
寺
別
当
は
中
院
に
置
か
れ
て
い
た
（
注
７
）
。
画
中
の

三
ブ
ロ
ッ
ク
の
山
岳
の
う
ち
、
両
端
に
は
社
殿
が
描
か
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
高
橋
氏
の
説
の
よ
う
に
具
体
性
を
持

た
な
い
表
現
と
み
る
よ
り
は
、
戸
隠
三
社
の
表
現
と
筆
者

は
理
解
し
た
い
。 

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
戸
隠
山
の
中
央
に
飯
縄
大
明
神
の
図

像
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
山
氏
の
説
の
よ

う
に
、
絵
師
が
飯
縄
修
験
と
戸
隠
修
験
を
混
同
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
戸
隠
山
、
と
り
わ
け
宝
光
社
と
飯
綱
山
と
は

密
接
な
関
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
宝
光

社
の
社
家
で
あ
る
越
志
家
（
旧
広
善
院
）
に
は
飯
縄
大
明

神
の
掛
軸
が
伝
来
し
て
い
る
（
写
真
２
）
。 

ま
た
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
刊
行
の
『
善
光
寺

道
名
所
図
会
』
に
よ
れ
ば
、「
遠
州
秋
葉
三
尺
坊
は
教
釈
院

の
住
居
に
て
あ
り
し
が
、
後
に
天
狗
道
に
入
と
云
々
」
と

あ
り
、
教
釈
院
と
は
宝
光
社
の
社
家
の
岸
本
家
で
あ
る
。

岸
本
家
は
現
在
も
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
本
官
を
称
し
、
戸

隠
講
の
講
員
の
他
に
秋
葉
講
の
講
員
も
有
し
て
い
る
。
近

年
の
説
、
て
も
、
秋
葉
三
尺
坊
の
出
身
は
戸
隠
山
教
釈
院

と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
が
（
注
８
）
、
実
は
こ
の
秋
葉

三
尺
坊
の
図
像
（
図
１
）

は
飯
縄
大
明
神
と
近
似
し
た
「
鳥

類
型
天
狗
（
烏
天
狗
（
注
９
）
）」
な
の
で
あ
る
。 

一
方
、
民
間
信
仰
と
し
て
戸
隠
中
社
集
落
に
飯
綱
講
が

存
在
し
て
お
り
、
六
月
六
日
の
講
日
に
は
当
番
が
飯
綱
山

頂
の
社
に
参
拝
す
る
（
注
10
）
。
さ
ら
に
、
戸
隠
山
の
開
山

縁
起
に
お
い
て
は
、
開
祖
の
学
問
行
者
が
ま
ず
飯
綱
山
に

上
り
、
そ
れ
か
ら
戸
憶
に
入
っ
て
寺
を
開
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
（
注
11
）
。
以
上
の
よ
う
に
、
戸
隠
と
飯
縄
大
明

神
と
の
関
係
は
密
接
な
も
の
が
あ
り
、
戸
隠
山
の
中
央
に 

                

飯
縄
大
明
神
の
烏
天
狗
が
描
か
れ
て
も
け
っ
し
て
不
思
議

で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。 

な
お
、
中
社
の
社
家
で
あ
る
武
田
家
（
旧
妙
光
院
）
に

は
「
戸
隠
山
惣
山
之
図
」
と
裏
書
さ
れ
た
小
幅
の
掛
軸
が

伝
来
す
る
（
写
真
３
）
。
こ
の
絵
図
は
ま
さ
に
「
戸
隠
山
参
詣

曼
荼
羅
」
と
称
し
て
さ
し
つ
か
え
の
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。
絵
図
の
下
部
に
中
杜
と
宝
光
社
の
門
前
集
落
を
描
き
、

上
半
部
に
は
奥
社
と
そ
の
背
後
に
あ
る
三
三
ヵ
所
の
霊
窟 

写
真
２ 

飯
綱
大
明
神
の
掛
図
（
長
野
県
戸
隠
村
宝
光
社
、

越
志
家
蔵
。
一
九
八
五
年
七
月
筆
者
撮
影
） 

図
１ 

秋
葉
山
三
尺
坊 



        

を
配
し
、
上
端
部
の
戸
隠
連
峰
の
上
空
に
御
来
迎
を
描
く

と
い
う
構
図
は
、
小
幅
な
が
ら
参
詣
曼
荼
羅
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
部
で
は
あ
る
が
、
中
社
と
宝

光
社
の
門
前
に
は
参
詣
者
の
表
現
も
み
え
、
参
詣
曼
荼
羅

に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
特
徴
を
備
え
て
い
る
。 

 

善
光
寺
信
仰
の
伝
播
と
「
ま
い
り
の
仏
」 

中
世
に
高
野
聖

こ
う
や
ひ
じ
り

が
高
野
山
信
仰
を
全
国
に
広
め
た
の
と

同
様
に
、
善
光
寺
聖
も
全
国
各
地
に
善
光
寺
信
仰
を
伝
え

た
の
で
あ
っ
た
。
東
北
地
方
へ
の
善
光
寺
信
仰
の
伝
播
を

跡
づ
け
る
も
の
は
「
ま
い
り
の
仏
」
と
「
か
く
し
念
仏
（
注

12
）
」
お
よ
び
浄
土
宗
名
越

な

ご

え

派
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
阿

弥
陀
如
来
と
聖
徳
太
子
を
併
せ
て
礼
拝
す
る
の
は
善
光
寺

信
仰
の
特
色
で
、
こ
れ
が
「
ま
い
り
の
仏
」
で
あ
る
と
五

来
重
氏
は
指
摘
し
た
（
注
13
）
。 

「
ま
い
り
の
仏
」
は
岩
手
県
に
お
け
る
特
徴
的
な
民
間

信
仰
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
別
名
「
十
月
仏
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
旧
暦
十
月
の
定
例
日
に
、
阿
弥
陀
如
来
像
・

六
字
名
号
・
孝
養
太
子
像
・
黒
駒
太
子
像
な
ど
の
掛
図
、

あ
る
い
は
聖
徳
太
子
像
な
ど
の
木
像
を
祀
る
民
家
や
民
間

の
お
堂
に
同
族
縁
者
な
ど
が
お
詣
り
す
る
信
仰
で
あ
る
と

い
う
（
注
14
）
。 

ま
た
、「
ま
い
り
の
仏
」
の
画
像
に
は
か
な
り
古
い
も
の

も
存
在
し
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
の
作
成
と
い
う
銘
文

や
裏
書
の
あ
る
も
の
が
十
数
点
に
も
達
す
る
と
い
い
、「
ま

い
り
の
仏
」
の
源
流
は
岩
手
県
へ
真
宗
が
伝
播
し
て
き
た

初
期
の
布
教
の
姿
を
示
し
つ
つ
、
江
戸
期
の
キ
リ
シ
タ
ン

弾
圧
以
降
、
寺
と
檀
家
と
の
結
び
つ
き
が
で
き
て
か
ら
、

各
宗
系
の
庶
民
が
真
宗
系
の
同
族
信
仰
形
態
を
ま
ね
て
、

今
日
ま
で
存
続
さ
せ
た
も
の
と
さ
れ
る
（
注
15
）
。 

   「
ま
い
り
の
仏
」
と
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅 

こ
の
「
ま
い
り
の
仏
」
の
掛
図
の
中
に
参
詣
曼
荼
羅
に

含
め
る
こ
と
の
で
き
る
絵
画
史
料
が
ひ
と
つ
存
在
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
参
詣
曼
荼
羅
に
つ
い
て
は
、
概
要
が
吉
川

保
正
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
（
注
16
）
。 

古
川
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
盛
岡
市
公
民
館
蔵
の
「
ま
い

り
の
仏
」
の
掛
図
は
二
幅
か
ら
な
り
、
第
一
幅
は
「
与
願

弥
陀
立
像
図
」
、
第
二
幅
に
「
寺
院
景
観
図
」
と
い
う
呼
称

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
第
一
幅
の
阿
弥
陀
如
来
図
は
「
ま

い
り
の
仏
」
の
掛
図
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
画
題
で
あ
る

が
、
第
二
幅
の
よ
う
に
寺
院
景
観
を
表
現
し
た
も
の
は
唯

一
で
あ
り
、
貴
重
な
例
と
い
え
よ
う
（
写
真
４
）
。 

吉
川
氏
は
本
図
を
社
寺
曼
荼
羅
と
呼
ば
れ
る
景
観
図
で

あ
る
と
し
、
き
わ
め
て
素
朴
で
軽
妙
な
画
態
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
描
か
れ
た
寺
院
景
観
に
つ
い
て
は
、
長
谷

寺
、
興
福
寺
、
あ
る
い
は
吉
備
津
彦
神
社
の
可
能
性
が
あ

る
と
し
、
聖
徳
太
子
信
仰
と
の
関
連
か
ら
は
天
王
寺
と
か

鶴
林
寺
の
景
観
に
ふ
さ
わ
し
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

七
〇
人
も
の
参
詣
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
風
俗
画
と
し
て

も
貴
重
で
あ
る
と
の
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。 

         

写
真
３ 

戸
隠
山
惣
山
之
図 

（
長
野
県
戸
隠
村
中
社
、

武
田
家
蔵
。
一
九
八
五
年
七
月
筆
者
撮
影
） 

写
真
４ 

「
ま
い
り
の
仏
」
の
寺
院
景
観
図 

（
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
。

一
九
八
八
年
六
月
筆
者
撮
影
。
一
〇
八
・
五
㎝×

五
一
・
五
㎝
） 



確
か
に
、
こ
の
図
中
に
は
多
く
の
参
詣
者
の
表
現
が
み

ら
れ
、
本
堂
の
脇
に
は
琵
琶
法
師
が
描
か
れ
る
と
い
っ
た

参
詣
曼
荼
羅
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
人
物
配
置
が
存
在
す

る
（
写
真
５
）
。
た
だ
、
寺
院
景
観
や
人
物
の
描
写
は
参
詣
曼

荼
羅
の
通
例
か
ら
み
て
も
、
か
な
り
稚
拙
で
あ
り
、
伝
来

や
裏
書
な
ど
か
ら
は
不
明
で
あ
る
が
、
ロ
ー
カ
ル
な
絵
師

の
手
に
よ
る
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
立
山
曼
荼
羅
の
よ

う
な
、
地
方
の
社
寺
に
伝
来
す
る
参
詣
曼
荼
羅
に
は
、
畿

内
の
西
国
霊
場
に
伝
来
す
る
参
詣
曼
荼
羅
と
は
か
な
り
雰

囲
気
を
異
に
す
る
稚
拙
な
表
現
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
そ 

              

れ
ら
の
作
成
に
あ
た
っ
た
絵
師
の
所
在
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
ま
い
り
の
仏
」
の
寺
院
景
観
図
に

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
の
社
寺
に
該
当
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
吉
川
氏
の
示
唆
し
た
長
谷
寺
、
興
福

寺
な
ど
の
境
内
が
描
か
れ
て
い
る
と
は
ど
う
も
判
然
と
し

な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
大
阪
市
立
博
物
館
編
の
『
社

寺
参
詣
曼
荼
羅
』
（
平
凡
社
刊)

を
眺
め
る
限
り
で
は
、
善

光
寺
参
詣
曼
荼
羅
に
描
か
れ
て
い
る
境
内
の
景
観
に
比
較

的
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。 

も
と
よ
り
、
こ
の
「
ま
い
り
の
仏
」
の
掛
図
に
は
文
字

注
記
も
全
く
な
く
、
そ
の
表
現
内
容
が
善
光
寺
で
あ
る
と

い
う
確
証
は
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
な
善
光

寺
信
仰
の
東
北
地
方
へ
の
伝
播
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
本

図
が
「
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
で
あ
る
可
能
性
は
多
少
な

り
と
も
出
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
参
詣
曼

荼
羅
と
し
て
は
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
地
方
に

伝
来
す
る
二
点
の
絵
図
を
扱
っ
て
み
た
。 

今
後
も
、
絵
図
関
係
の
調
査
研
究
が
進
め
ば
、
各
地
の

社
寺
に
眠
っ
て
い
る
参
詣
曼
荼
羅
に
新
た
な
光
が
あ
て
ら

れ
る
機
会
が
出
て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

(

い
わ
は
な
み
ち
あ
き/
人
文
地
理
学)  

注 （
１
） 

坂
井
衡
平 

『
善
光
寺
史
〔
上
〕
』
東
京
美
術
、
一 

九
六
九
年
。 

（
２
） 

西
山
克 

「
社
寺
参
詣
曼
荼
羅
に
つ
い
て
の
覚
書
」

『
藤
井
寺
市
史
紀
要
』
七
、
一
九
八
六
年
。
「
社

寺 

参
詣
曼
荼
羅
に
つ
い
て
の
覚
書
Ⅱ
」
『
藤
井

寺
市
史
紀
要
』
八
、
一
九
八
七
年
。 

（
３
） 

高
橋
平
明 

「
新
出
の
『
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
図
』

に
つ
い
て
」
『
長
野
』
一
三
四
、
一
九
八
七
年
。

西
山
克 

「
『
女
帝
』
の
堕
地
獄
―
善
光
寺
参
詣

曼
荼
羅
を
テ
ク
ス
ト
に
し
て
―
」
『
信
濃
』
三
九

一
一
、
一
九
八
七
年
。 

（
４
） 

拙
稿 

「
参
詣
曼
荼
羅
こ
と
は
じ
め 

社
寺
参
詣

曼
荼
羅
羅
の
世
界
①
」
『
月
刊
百
科
』
三
一
三
、

一
九
八
八
年
。 

（
５
） 

前
掲
注
（
３
）

参
照
。 

（
６
） 

前
掲
注
（
３
）

参
照
。 

（
７
） 

拙
稿 

「
観
光
地
化
に
と
も
な
う
山
岳
宗
教
集
落

戸
隠
の
変
貌
」
『
人
文
地
理
』
三
三
―
五
、
一
九

八
一
年
。 

（
８
） 

田
村
貞
雄 

「
秋
葉
信
仰
の
形
成
」『
地
方
史
静
岡
』

一
三
、
一
九
八
五
年
。 

（
９
） 

宮
本
袈
裟
雄 

『
天
狗
と
修
験
者
―
山
岳
信
仰
と

そ
の
周
辺
―
』
人
文
書
院
、
一
九
八
九
年
。 

写真５ 「寺院景観図」に描かれた琵琶法師 



（
10
） 

拙
稿 

「
戸
隠
中
社
の
講
集
団
」『
あ
し
な
か
』
一

九
五
、
山
村
民
俗
の
会
、
一
九
八
六
年
。 

（
11
） 
前
掲
注
（
１
）

参
照
。 

（
12
） 

門
屋
光
明 

『
隠
し
念
仏
』
東
京
堂
出
版
、
一
九

八
九
年
。 

（
13
） 

五
来
重
『
善
光
寺
ま
い
り
』
平
凡
社
、
一
九
八
八

年
。 

（
14
） 

門
屋
光
昭
「
ま
い
り
の
仏
（
十
月
仏
）
の
祭
祀
〈
前

篇
〉
」『
岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
三
、
一
九

八
五
年
。 

（
15
） 

司
東
真
雄
『
岩
手
の
歴
史
論
集
Ⅱ 

中
世
文
化
』

一
九
七
九
年
。 

（
16
） 

吉
川
保
正 

「
岩
手
庶
民
史
の
中
の
古
仏
画
―
盛

岡
市
公
民
館
収
蔵
古
仏
画
に
つ
い
て
―
」
『
奥
羽

史
談
』
五
二
、
一
九
六
九
年
。 


